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あおもりのみんな、
みどりの作

さく

品
ひん

をつくってくれて
ありがとう。

ぼくは、あおもりのお庭
にわ

やさんです。
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「ちきゅうおんだんか」って知
し

ってる？
みんなが住

す

む地
ち

球
きゅう

は、いまとっても苦
くる

しんでいる。

ボクたちがくらしのなかで出
だ

している
「にさんかたんそ」がどんどんふえていて、
地
ち

球
きゅう

の温
おん

度
ど

があがってきているからなんだ。

そして木
き

や花
はは

には、「にさんかたんそ」を吸
す

いこんで
地
ち

球
きゅう

の苦
くる

しみをやわらげてあげる力
ちから

があるんだよ。
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だから、みんなが木
き

や花
はは

をたくさん植
う

えてくれたら、
きっと地

ち

球
きゅう

もよろこぶと思
おも

うんだ。
　　
そして、そんな木

き

や花
はは

のことを考
かんが

えてほしくて、
今
こん

回
かい

みんなにみどりとのステキな思
おも

い出
で

を作
さく

品
ひん

にしてもらいました。

これからもみんながたくさんの思
おも

い出
で

を作
つく

れるように、
みどり豊

ゆた

かな地
ち

球
きゅう

ににしていきたいですね。
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●凡例

「作品名」
なまえ（年齢）

どんな気持ちで作品をつくったか

順不同／敬称略

〈最優秀賞作品〉
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「あおもりの花祭り」　
鈴木 舞優（10）

青森の各地で見た色とりどりの花を１枚の絵にまとめてみました

選んだ人◉平澤 英輔（お庭やさん）から
サクラに菜

な

の花
はな

、ラベンダー、ひまわり、コスモス、りんご。四
し

季
き

折
おり

々
おり

の植
しょく

物
ぶつ

がとてもていね
いに描

えが

かれていますね。しっかりと植
しょく

物
ぶつ

を観
かん

察
さつ

しているのに感
かん

心
しん

しました。本
ほん

物
もの

みたい！
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「みんなでニコニコ楽しいおいもほり」　
北畠 香那（6）

春にみんなでうえたさつまいも。大きなさつまいもがたくさんできました。

選んだ人◉グリーンフォレスト（お庭やさん）から
みんなえがおでうれしそうなようすが、よく伝

つた

わってきます。おいものヒゲやはっぱまで、
一
いっ

本
ぽん

一
いっ

本
ぽん

すごくていねいです。とってもおいしそうで、さつまいもが食
た

べたくなりました。
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「家族みんなでみた弘前城のさくら」
田戸岡 詩（10）

お父さんとお母さんと弟と私で家族みんなでさくらをみにいけたのでとてもきれいでした。

選んだ人◉阿部伸二（イラストレーターさん）から
春
はる

のエネルギーがわっと爆
ばく

発
はつ

したような弘
ひろ

前
さき

公
こう

園
えん

の桜
さくら

が素
す

敵
てき

です。お父
とう

さんのかっこいい上
うわ

着
ぎ

や
お母
かあ

さんのかわいい髪
かみ

型
がた

がいいですね。バナナチョコは買
か

ってもらえたかな？
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「はちのす見つけたよ」
駒嶺 究（5）

はちを見たときのこわい気持ちを絵にしました。

選んだ人◉庄子結香（グラフィック・デザイナーさん）から
はちの「ブ　　　ン」っていう羽

はね

の音
おと

まで聞
き

こえてきそうな迫
はく

力
りょく

！　こわかったっていう気
き

持
も

ちが
画
が

面
めん

いっぱいから伝
つた

わってきました。はちに刺
さ

されないように気
き

をつけてね。
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「たのしい森のおんがくかい」　
水尻 篤宏（6）

森からきこえてきたおとがおもしろかったので、それを上手くつたえることができるようにかんがえました。

選んだ人◉グリーンフォレスト（お庭やさん）から
小
こ

鳥
とり

の鳴
な

き声
ごえ

、木
き

の葉
は

のざわめく音
おと

、虫
むし

の鳴
な

き声
ごえ

、流
なが

れる水
みず

の音
おと

。篤宏さんの文
ぶん

章
しょう

から、
まるでそこにいるかのように森

もり

の中
なか

の風
ふう

景
けい

が浮
う

かんできました。森
もり

のにおいまでしてきましたよ。
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「青森はやっぱり、リンゴ園」
数納 あいみ（8）
あおもりって、リンゴがぴっ
たりだし、リンゴ、かわいい
から。

〈入賞作品〉

あおもりの
自
し

然
ぜん

っていいなぁ
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「きれいだね、ひまわり」
田戸岡 吟（6）
モヤヒルズにひまわりを見に
行って、とてもきれいだったの
で、お父さんにひまわりと一緒
に写真をとってもらってうれ
しかった時のことを書きまし
た。

「お山でなかよく わぁいわぁい」
齊藤 美宇（7）
みんなで楽しく遊んでいる風
景をかいてました。
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「たんけんは　たのしいな」
齊藤 壮太（4）
色々なところにたんけんに行
く楽しみを書いてました。

「しぜんがいっぱいの青森」
葛原 沙紀（8）
森が、いきいきとした、緑にな
るように、山をくふうして色を
ぬりました。みんながなかよく、
楽しくすごせるような町にした
いなぁと思いました。
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「みどりのもりでコンサート」
石川 詢裕（9）
もりの中で　がっきをひいて
みたいなぁと　おもいながら
書きました。

「青森んご」
草刈 奏志（8）
青森のみりょくをりんごの中
につめこめました。
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「ぶどうの木」
まつかわ りおう（3）
あそんでみたい

「たべもののくに」
すがわら りょうと（3）
ぜんぶたべてみたい



17

「自然がいっぱい」
こした ゆうか（3）
りんご狩り楽しかったな

「自然がいっぱい」
おくざき ちはな（3）
ぶどうの木の下にお花がいっ
ぱい咲いているよ
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「自然がいっぱい」
みかみ けい（3）
お友達とりんご狩りに行った
よ

「もりで虫とりをしたよ」
ふなみず けいすけ（4）
僕の好きな青森の“もり”
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「りんごの木の下で」
まつざか あいり（4）
私の好きな青森の“もり”

「ゆきだるまを　つくったよ」
みかみ ゆうき（4）
沢山雪が降ったのが嬉しくて、
ママと雪だるまを作った経験
を描きました。
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「おにいちゃんと　さかなつり」
ささき りく（4）
おうちの近くに海があるので、
はしごで海の中に入って魚つ
りをしてみたいなーと想像し
て描きました。

「幼稚園のお庭楽しいよ！」
かきざき げんし（4）
栗の木も柿の木もあって楽し
いよ
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「幼稚園のお庭楽しいよ！」
ちしま たいが（4）
栗の木があるよ！

「お花がいっぱい」
たてだ かほ（5）
大好きなお花をたくさん見な
がら遊んだ様子を描きました。



22

「たのしい　いちにち」
なかの ひなた（5）
りんごをとったり、ブランコに
乗ったり、たくさんのお花に囲
まれた１日を描きました。

「お花がいっぱい！」
まえだ あん（5）
お花がいっぱいある公園で友
達とたくさん遊んだことを描
きました。
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「大きなりんごの木のしたで！」
わだ みゆう（5）
大きなりんごの木のそばで、み
んなで遊んだ様子を描きまし
た。りんごの木の中に小鳥の巣
がありました。

「公園はたのしいな！」
さいとう ふうか（5）
お友達と一緒に公園で遊んだ
のを思い出し描きました。



24

「お花がいっぱい」
ふくい ももか（5）
友達と一緒に遊んだことを思
い出して描きました。

「おいしいりんごがたくさん
できたよ」
ちば こうた（5）
青森のおいしいりんごがたく
さんなった様子を描きました。
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「ねぶたの里で遊んだよ」
まつだ ひなの（5）
動物たちも集まってきて楽し
いなぁ

「桜を見ながら
あそんでいるの」
にしむら ほのか（5）
桜がきれいで嬉しくなっちゃう
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「りんごがりに行ったよ」
木村 心愛（8）
楽しかったことを思いうかべ
ました。

「お花見に行ったよ」
對馬 風花（6）
お花見に、いったときキレイ
なサクラがさいてて、みんな
にも見せてあげたかったから。
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「秋の落ち葉みぃーつけた」
對馬 心晴（8）
友だちとおちばひろいをして
いて、いちょうの葉の形がおも
しろかったからかきました。

「深浦の夕日」
前田 実咲（9）
夏休みに家族旅行で深浦に行
きました。ウェスパ椿山の窓
から見た夕日は、忘れられな
いくらいきれいでした。
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「桜の木のおうち」
佐々木 芽衣（7）
いろいろな色の花が咲いた木
のおうち。今はまだ小さな庭の
木。でも大きく大切に育ててた
くさんの木や花に囲まれた木
のおうちになったらいいなぁ
と思い描きました。

「よるのかわ」
早海 光（5）
うちのまどから見える、つつ
みばしに　たくさんくるまが
とおってたよ。かわのなかに、
けずられたいしがあった。
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「おはなをさわったよ」
高野 由衣（7）
がっこうで　おともだちとあ
そんだよ。きれいなおはなをそ
うっとやさしくさわってみた
よ。

「もりはひろいな」
東海林 舞（6）
かぞくで、にじのここうえん
にいったよ。みどりがいっぱ
いでした。



30

「なつやすみにあさがおを
そだてた」
葛西 諒音（7）
しゅくだいでうえたあさがお
がたくさんはなをさかせた。
みずやりがたのしかった。

「ひろい空」
佐藤 なずな瑚（6）
なつのくも、あきの空、ゆう
やけ空と青森のはるのおはな
をかきました。おかあさんが
あおもりの空もせかいの空と
つながっているとおしえてく
れました。
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「ひまわり」
中澤 美和子（5）
おにわにひまわりがさいてい
たよ。かえるがそばであそんで
た。

「わたしのすきなはな」
草皆 怜奈（7）
かわいいちゅーりっぷとひま
わりがだいすき。ちょうちょ
がたくさんあそびにきてくれ
るといいな。
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「しらかみさんち」
鈴木 大翔（7）
なつにかぞくで、しらかみさん
ちにいったよ。かわのみずがつ
めたかったよ。のんだらおいし
かったよ。

「お庭にお花がいっぱい」
伊藤 心結（6）
おじいちゃん、おばあちゃん
の家の庭を思い出しながらつ
くりました。庭には一緒に植
えたプリムラがあり、｢プリム
ラみゆう」と私の名前をつけ
ました。
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「野原のあそび」
柳沢 麻文（10）
妹と野原であそんだことを思
い出して、かきました。

「かわいい動物たちが
あそぶ野原」
柳沢 百咲（6）
かわいい動物と、野原でいっ
しょにあそべたらいいな～と
思って、かきました。
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「ぼくのおいもすごいでしょ！」
北畠 顕彦（3）
こーんなにたくさんおいもが
とれたよ。さー、めしあがれ！！

「『森のがっこう』楽しいよ !!」
北畠 顕之（9）
自然がいっぱいの青森県。こ
んな「森のがっこう」があっ
たら、毎日がドキドキ、ワク
ワク楽しそう！！
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「りんご大好き、青森大好き」
北畠 香澄（10）
大好きな青森をりんごで文字
にしてみました。

「川をおよぐ白鳥一家」
三上 悠月（10）
家の前の川をふと見たら、白
鳥の一家がいて青森の冬の景
色はとてもきれいだと思いま
した。
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「へいわこうえんで
アゲハチョウを見つけたよ」
水尻 篤宏（7）
ぼくはアゲハチョウのもよう
をていねいにかきたくて 11月
からずっとすこしずつかいて
いました。むずかしかったです。

「こうえんのおはな」
工藤 慶宗（5）
「こうえんのおはな」を思い出
して書いたよ。
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「よつばのクローバーを探して」
佐々木 亜唯佳（10）
学校の裏庭で友だちとよつば
のクローバーを探したよ。やっ
と見つけたよつばのクロー
バー。にわとりとひよこの親子
がクローバー畑でさんぽして
たらかわいいなと思い、イメー
ジしてイラスト風にしてみま
した。

「白神で見た大きな木」
伊織 貴一郎（9）
夏に白神をトレッキングした
時、大きな木がたくさんあっ
て僕も木みたいに大きくなり
たいなと思った。
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「あかいバラ」
金子 乃々楓（9）
近所の庭にはバラがさいてい
ました。あかいバラは回りまで
あかく見えたよ。

「小人たちのツリーハウス」
外崎 初花（9）
小人たちがいっしょの木にく
らしていたら、おもしろそう
だなぁと思ってかきました。
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「ひまわり」
菅原 怜奈（7）
がっこうにひまわりがさきま
した。ちょうちょもみにきてい
たよ。はやくまたなつがこない
かな。

「チューリップきれいだな」
安井 佑太（10）
チューリップがたくさんさい
ている様子を思いうかべた。
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「うみにいったよ」
中野 麻彩（7）
うみにいったら、おさかながい
たよ。うみの中には、もっとた
くさんいるんだね。

「川の生物」
葛原 圭斗（10）
夏に遊びに行った川は冷たく
て気持ちよかったよ。魚が泳
いで、とんぼもとんでいました。
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「楽しい雪合戦」
中村 宙叶（12）
いつか馬にのって雪合戦をし
てみたいと思ったから。

「花よりこたつ」
中村 碧杜（9）
今年もにぎやかな一年
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「森を思う心」
山谷 冬桜子（12）
わたしは、森や自然に関するテ
レビを見て、森が減ってきてい
る、でも減ってきているからこ
そ増やそうとする人がいる。そ
して、そのような人がいるほど、
森が大切、と言うことを知り、
また思いながらつくりました。

「木のおみせにいったよ」
小泉 翔蓮（6）
買い物に行ったら、木のお店
がありました。近くに木がいっ
ぱいありました。
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「かぞくと山のぼり」
小関 瑛治（7）
山のちょうじょうにつくと、す
ごくきれいなけしきが目の前
に広がりました。山のぼりは、
大へんだったけどうれしかっ
たです。

「ようちえんのえんそく」
太田 凛（7）
えんそくで公園に行きました。
広い野原にきれいなけしきが
見えました。気もちよくて、
ついねてしまいました。
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「ひとりでおさんぽ」
木浪 愛華（7）
おばあちゃんのいえにむかっ
ておさんぽしてたら、とちゅう
でお花がさいていました。きれ
いでした。

「もやのこうえん」
小松 ひかり（7）
もやのおくの公園であそびま
した。みどりの草がいっぱい
はえていたので、けしきは、
さいこうでした。
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「おやまじょうずだね」
ながお ももか（7）
ママとがっぽこうえんのうみ
にいって山をつくったよ。

「はい、チーズ」
みくにや あおい（7）
うみにいって　かぞくでしゃ
しんをとりました。
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「大きいひまわり　」
てづか さわ（7）
大きいひまわりがさいてうれ
しかった。

「からふるなはながさいたよ」
めぐろ てんか（7）
すごくきれいなはながさきま
した。
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「しぜんがいっぱい」
やまざき るか（7）
はながきれいでうれしかった。

「しぜんとわたし」
てらお みう（7）
おはなとじぶんといきものを
かきました。
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「はながさいたよ。」
はりやま そら（7）
はながさいてうれしいよ。

「おはながきれいだな。」
みかみ あかり（7）
いっぱい、はなをかいてちょ
うちょもかいてあかるくした
よ。
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「おはながさいた。」
きなみ みさき（7）
おはながいっぱいさいてうれ
しかったです。

「おはなを見にいったよ」
中むら まな（7）
おはながいろいろないろが
あってきれいでした。
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「げいじゅつセンターに
いったよ」
たなか いっき（7）
みどりのどんぐりをみつけて
はじめてのどんぐりでした。

「さくらみにいったよ」
むろや なつほ（7）
さくらみにいったらきれいな
さくらがたくさんあってすご
かった。
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「げいじゅつセンター」
いなみ りな（7）
げいじゅつセンターがたのし
かったです。

「どんぐりをひろったよ」
くろしま めい（7）
どんぐりをひろっているとこ
ろです。
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「おちば山にいったよ」
まつばら かずし（6）
おじいちゃんとおばあちゃん
で、おちばやまにいったことが
おもいでにのこったから、その
えをかきました。

「だいすきなおはなに
とりぴっぴ」
あわじ もか（7）
だいすきなおはなを 5ついれ
ました。とりさんがぴーぴー
ときれいだねっていってます。
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「いろいろひろったよ。」
かま田 はるな（7）
いろんなはっぱやきれいな花
があったよ。

「やまびこはおもしろい」
さとう ゆうや（7）
やまびことまねをしてるえ
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せみがいたよ

1年　堀内 慎之介

ぼくは、きょねんの、なつ休みの　はじめ

７月２５日に、月見のしん林こうえんに、

いきました。ぼくのうちのからくるまで、

いくのに３０分くらいでした。じいちゃん

とばあちゃんと３人で、みんなはじめてで

した。ついて、のはらに　いくと、バッタ

がたくさん、「ビョンビョン」と、とんで

きました。大きな、バッタで、６センチ～

８センチぐらいもありました。それから、

ちょうちょやトンボも、たくさんとんで、

いました。しばらく、いってキャンプじょ

うにつくと、３人～５人、キャンプにきて

いました。キャンプじょうを、こえたら、

大きなしらかばの木がたくさん　ありまし

た。しらかばの木には、せみのぬけがらが、

１６こ～１８こもついていました。でも、

せみは上にのぼってしまって見えませんで

した。なきごえが、「ミーンミーン」と、ひ

びいていました。そして、かえりみちにじ

「どんぐりひろったよ」
ふじ田 り空（7）
げいじゅつセンターへいって
どんぐりをひろったところ。
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いちゃんが「あ！せみだ。」といいました。

虫とりあみで、まず、一ぴきつかまえまし

た。２ひき目はあずまやのうしろで、ぼくが、

つかまえました。下をみると、土に小さな

あなが、あいていました。なんとその中には、

せみのようちゅうが　いました。２この虫

かごに、せみとかバッタを入れて　いえに

かえりました。そして、つぎの日にあさ５

じごろ行ってそして、草はらにバッタをか

えしました。しらかばの木の下に、せみを

はなしました。ことしもまたしん林こうえ

んに行きたいです。こんどはせみの生まれ

るところを、かんさつを、したいとおもい

ます。早くなつがくるといいです。

緑をさかせる努力

6年　一戸 愛実

周りにはいっぱいの自然がある

青森の青は青い海

青森の森は緑の森をあらわしている

わたしはそう考える

だが最近の人々は「ポイ捨て」というこ

とをする

食べた後のゴミ

レジぶくろやたばこのポイ捨て

このことが起きて海も森も絶めつしてし

まった

このまま続くと自然のいい青森がくずれる

でもわたしは思った

人間と同じ希望を青森に届ける

このことだった

そのためにポイ捨てされたゴミをひろう

いらない紙はリサイクル

するとよみがえった

美しい物は美しくなくてはならない

かたづいた青森はどうする

緑でいっぱいにする

花や木の種をまきちらす

だから今の青森がある

白神山地や岩木川

十和田湖や中野もみじ山

いい観光地

いい街

いい青森

未来の私たちが育てる青森の色は緑

緑でいっぱいな所

それがわたしにとってみんなにとってめ

ざしたいことだとわたしは思う
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梵珠少年自然の家

5年　平澤 葵

九月に梵珠少年自然の家に行った

梵珠少年自然の家には

たくさんの自然があった

まずは木

何種類もの木が説明付きであった

木によって少しちがうことがある

色

におい

高さ

幹の太さ

全く同じ木がないというのは

人間も少しずつちがうことと一緒で

少し不思議だ

次は山

標高が高いところで

「ヤッホー」

とさけんだら

反対側の山々から

「ヤッホー」

と言葉がかえって来た

ワクワクして面白くなってきた

でも山の下りがとても急

それに雨があがった次の日だったから

自然はなくてはならないもの

6年　長内 心遥

「自然はなくてはならないもの。」私は、そ

う思います。去年、学校の宿泊体験学習で、

ぼんじゅ自然の家に行きました。そこで、

「アドベンチャービンゴ」と言うのをやり

ました。自然がたくさんの山を登り、ゲー

ムをしました。自然があるからこそ、出来

るんだと思いました。もっともっと、たく

さんの人に、青森の自然の美しさを教えて

あげたいと思いました。青森の自然は、人

を引きつける力があると、私は思います。

青森の美しい自然を見れば、誰もが感動す

ると思います、こんなに美しい自然がある

ことを、まだ知らない人だって世の中には

いるはずです。それは、とても、もったい

ないことだと、私は思います。この思いか

ら、私は、「自然はなくてはならないもの。」

だと思います。みなさんも、そう、思いま

せんか。少なくとも私は、そう、思います。
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しらかみビジターセンターにいったよ

2年　つね田 りゅうが

ぼくは、夏休みにおとうさんとおかあさん

としらかみビジターセンターに行きました。

ビジターセンターの中でえい画「ピカチュ

ウのきらきら大そうさく」を見ました。お

もしろかったです。つぎに、親子でイスを

作るもっこう体けんにさんかしました。す

わる場しょのうらにボンドをぬって、あし

を合体させてゴムハンマーでたたいてとれ

ないようにくっつけました。おとうさんが

やすりでみがいてきれいにしてくれました。

むずかしかったけどがんじょうなイスがで

きてよかったです。さいごは、外の小さい

川でイワナつかみどり体けんをしました。

びちょびちょになったけど、一人でおよい

でいるイワナをつかまえました。自分でとっ

たイワナをビジターセンターの人がやいて

くれました。自分でとったイワナは、とて

もおいしかったです。そのほかにも、しら

かみ山地にいる鳥の鳴き声などがきけると

ころもあります。いろんなたいけんができ

てとてもたのしいところでした。またみん

なで行きたいです。

冬の青森の地面みたいに

つるつるすべった

最後に空気

いつもはすえないような自然な空気

さわやかな気持ちになって

スーッとした

そんな自然を満喫しているうちに

帰るときが来た

ふだんとちがう自然が楽しめて良かった

また行きたい

弘前城の桜

2年　平澤 香澄

五月に弘前城に行った

桜が地面にちって

桜のじゅうたんみたいだった

おちて来た花びらを

みんなでかみにかざってあそんだ

「きれいだね」と話した

桜の木は自分の２ばいから４ばいぐらいの

大きさで

びっくりした

またいきたいな


